
７ 行政に期待すること（複数回答可）

・災害対策について行政に期待することとして「停電時の非常用電源の購入費補助」が４７件と最も多く、
次いで「避難先での衛生材料の提供」が37件、「停電時の避難先の確保」が32件の順であった。

n=168

47人,28%

37人,22%

32人,19%

25人,15%

27人,16%

停電時の非常用電源の購入費に対する補助

避難先での衛生材料の提供

停電時等の避難先の確保

災害に備えた注意喚起等の情報提供

個別避難計画の作成支援

行政に期待すること（複数回答可）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
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８ その他のご意見（一部抜粋）

・荷物を持って避難しろと言うが、エレベーターが止まった状態で肢体不自由の子どもを抱えた状態
では無理。

・複数の医療機器とともに生きている我が子にとって、電力は命に直結するので、災害や停電は
恐ろしい。その際は支援をお願いしたい。

・家族や訪問看護事業所が避難支援できない場合に支援をお願いしたい。できるなら訓練に参加して
もらいたい。

・地域の皆さまにも、医療的ケア児の現状をまずは知ってもらうことも大事。

・安心して避難できる場所と機材、衛生材料の確保や電源の確保が必要。

・災害時に必要なバッテリーや発電機などを購入する時の補助や給付金などがあったら揃えやすい。

・災害時のバッテリーは、高くてすぐには買えない。貸し出しでもとても助かるが、時間が短いため
長く持つバッテリーの貸し出しや補助がほしい。
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９ まとめ

・避難行動要支援者名簿の登録及び個別避難計画の作成について、「登録なし」または「未作成」と
「不明」を合わせると約９０％となっている。今後は、保健福祉局と危機管理室が協働し、在宅人工
呼吸器使用患者の避難支援について検討する必要がある。

・避難先の確保や移動時の支援者の確保ができている者はそれぞれ６５％となっており、避難先や
移動時の支援者が確保できていない者への避難支援の仕組みづくりが必要。

・避難移動時の支援者の確保に関して、避難移動時に近隣住民を支援者としている者は６％に
とどまっている。災害時に家族等の支援者が対応できない場合もあるため、身近な支援者や
近隣住民も含めた地域で支える体制づくりが必要。

・在宅人工呼吸器使用患者にとって、電源は生命の維持に不可欠であり、停電時の備えは非常に重要
である。蓄電池や自家発電装置等の非常用電源の所持について、「必要だが準備できていない」との
回答者の割合が多く、災害に備えた非常用電源確保が課題。
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福岡県作成資料「令和７年度当初予算の概要」から抜粋
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福岡県作成資料「令和７年度当初予算の概要」から抜粋
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災害時個別支援計画作成に関する参考様式について 

 

 

 

１ 災害時個別支援計画様式（北九州市作成） 

 ○ 北九州市医療的ケア児支援協議会生活支援部会において検討・作成された様式 

 ○ 医療的ケア児の災害時個別支援計画作成の際に使用されている 

 

２ 災害時の手引き（福岡県作成） 

 ○ 福岡県が「災害に備えた在宅人工呼吸器使用患者実態調査」を行う際に、 

訪問看護ステーションに配布している（福岡県ホームページからもダウン 

ロード可能） 

 ○ 毎年６月頃に北九州市から市内訪問看護ステーションに対し、災害に 

  よる停電等に備えた在宅人工呼吸器等使用患者への対応に関する依頼文書 

を送付する際にも添付している 

 

３ 個別避難計画 

 ○ 災害対策基本法において「避難行動要支援者について避難支援等を実施 

するための計画」と規定されている 

 ○ 避難行動要支援者について個別避難計画を作ることは、自治体の努力 

義務とされている 

 ○ 北九州市においても、避難行動要支援者の把握や個別避難計画の作成を 

進めている（様式は、市ホームページからもダウンロード可能） 

 

※ 上記３つの様式をベースに、災害時個別支援計画の作成を行いたい。 

 

 

＜補 足＞ 

【災害時個別支援計画】 

 災害時個別支援計画は、災害時に避難支援が必要な方一人ひとりの状況に合わ

せて、 

① 災害時の備え(医療機器、備蓄品など) 

② 具体的な支援内容(医療、介護など) 

③ 避難先や避難方法 

などを事前に決めておく計画のことをいう。 

本市では、個別避難計画を兼ねるものとして作成する。 

北九州市保健福祉局健康危機管理課 
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